
 

 
  

 

原田脩 第五期常設展（案内） 
2012 年 8月 4 日～ 原田脩 旅の足跡 - 近畿シリーズ - 

京都・奈良・滋賀・兵庫・和歌山の名勝 

 昭和 37 年春、高校 2 年生の修学旅行で、オサムは、待望の飛鳥・ 

三輪・唐招提寺・祇王寺・西芳寺、古都の寺々を見た。その折、配ら

れたガリ版刷りの「旅のしおり」を大事に持って、21 歳上洛、関西で

独学を始めた。古都に魅せられ、亡くなるまで京都で 23 回の個展を貫

いた。第五期は、オサムを育ててくれた古都への感謝の思いもこめて

近畿シリーズを展示いたします。ぜひご高覧下さい。 

 

第四期常設展終了のお礼 

 心の棲みかを探るごと描いたみちのくのシリーズを展示した第四期常設

展も期間中５５０名近い方にご鑑賞頂き「精神性の高い絵に触れて」   

(箱島さま）と云う嬉しいお葉書も届きました。ありがとうございました。 
 

 

瀧月忌＆チャリティコンサート（報告） 
 

2012 年 3月 24日   

★東日本大震災こども未来基金に約 10万 5 千円を贈る事が出来ました★ 

京都ゲリラ時代の呑み友、小郡明願寺住職、久保山教善さんによって脩の七回忌

法要と法話が執り行われました。 

 コンサートは、プロデビュー間近の若きヴァオリニスト小林修子さん＆オカリナ

フレンズの皆さんの心地よい調べ、会員 藤原今子さんの一服のお茶のおもてなし

に、50 名越えのお客様と共に倖の春のひと時を過ごす事が出来ました。  

 

第二回ギャラリーレクチャー・林望先生講演会（予告）  
 

2012 年 9月 29日 3時から ◆◆リンボー先生イギリスを語る◆◆ 
 

イギリスが熱い。エリザベス女王即位60周年、ロンドンオリンピックとヒッグス素粒子。 

そのイギリスを語らせればこの人。 

『イギリスはおいしい』（日本エッセイスト・クラブ賞受賞）の著者でケンブリッジ大学

の客員教授をつとめた、作家、書誌学者の林望先生が滞英中の経験、人々との交流、“おい

しい”料理の話など縦横に語ります。映像を見ながらユーモアあふれる洒脱な語りをご一緒

に楽しみませんか？（詳細はホームページ、又はギャラリー稲童協力会まで） 

 

 

会員紹介 金丸幹夫さん（６０歳） 

幹夫さんは、宮崎から７時間かけて軽トラでやって来ます。オサムとは通じあった友で

す。よ太郎庵の建設、庭作り、囲炉裏・ピザ窯・炭焼き窯の製作まで、多大な力を貸して

くれました。現在は竹細工に専念中。お酒をこよなく愛する自然派おじさんです。 
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皆さんの手で整備が進みます 
 

【駐車場整備と七重塔建立】【耐火煉瓦造りバーベキュー炉】【竹を伐出して側溝整備】【念願の浄化槽を設置】 

 

 

沢山の方々との出会い 
 

【行橋ウォーキングの皆様】  【オーストラリアから】 【最年少のお客様】  【神戸・熊本から】 

 

 

 

 

よたろう庵のお餅つき   七回忌に寄せて 会員 仲野富雄 
  

昨年末も地域の子供たちが参加した「お餅つき」    

今年は 12 月 24 日を予定しています 

     

       

       

      

 

 

合馬山荘解体作業  
2012 年 2月 11日 

お天気に恵まれた土・日、ギャラリー

を臨時休館にして、ボランティア２６名

で解体作業、廃材を究極のエコとしてギ

ャラリーで再利用、研修棟の建設に使わ

せて頂くことになりました。 
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七回忌 桜開花の 記事を読む 

数々の 想い出の道 七回忌 

視力あれば 友の旅路を 訪ねたし 

忘れ得ぬ 日々重なりて 七忌来ぬ 

 

仲野トミさんは、脩の高校の同級生。北九州に戻

って急接近絵の理解者・音楽・文学・野球の事、酒

を呑んでは語り合いました。 
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